
令和６年度 財務部組織目標 

組織名 財務部 部長 

市理事・財務部長   渡辺 東一 

財産経営推進担当部長 米山 弘一 

税務監        小関 洋 

組織の目的・

方向性 

人口減少・少子高齢化の急速な進行や能登半島地震の影響によ

り、市税収入の大幅な増加が見通せない状況にあり、厳しい財政

状況が見込まれている中、明るい未来を切りひらき、必要な投資

を行うためにも、経営資源の適正配分に向け、財政基盤強化の取

組を継続し、将来世代に過度な負担を強いることのない持続可能

な財政運営を推進します。 

（参考） 

関連する総合

計画における

政策指標※

・将来負担比率 

・公共施設の維持管理運営コスト 

※政策指標…目指す都市像の実現や、総合指標の目標達成を図るうえで、各分
野において特に重視する指標。各分野の政策指標は市役所全体で
共有し、組織横断で目標達成に向けて取り組みます。 

財務部組織目標 

社会情勢の変化に対応した行財政改革に継続して取り組み、経営資源の効果

的・効率的な配分を行うとともに、社会情勢の変化や国の経済対策に的確かつ

機動的に対応しつつ、強固な財政運営の基盤づくりを進めます。また、公共施

設再編の取り組みや公有財産の効率的な管理・利活用を進めるほか、公正・公

平な税務行政を推進することで自主財源を確保するとともに、納税者の利便性

向上に向けて税務手続のオンライン化を進めます。 

重点目標 

１ 社会情勢の変化による財政需要に対応しながら、強固な財政運営の基盤づ

くりを進めます。 

２ ファシリティマネジメントの考え方に基づいた財産経営をさらに推進しま

す。 

３ 税制度などを適切に運用し、市税をはじめとする債権の公平・公正な賦課

徴収を推進します。 

※重点目標における指標や取組状況は、各課組織目標をご覧ください。
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